



































(1) パトリック・ R・A ・カークマン((9)， p. 186) はかかる見解を「非貨幣性資産
の保有に関連するカレントな損益は，営業損益から区分されるであろう。その結果，
組織効率のより有効な評価をすることが可能となる。」 と述べている。また，ステ






(2) 参考文献 (6コ(翻訳書〉からの引用文中， current operating profitの訳語「当期
操業利潤」については「当期営業利益Jとし、う訳語に代えて引用している。
































さらにまた， ロパート・ T・スプラウスとモーリス・ムーニッツ((14)，p. 





も主張されている O たとえば， 1964年アメリカ会計学会の対応概念に関する概






















































































































(C 6)， p. 73 (訳)59頁〉は「生産は無時間の中で行なわるるものと仮定する。」と述
べている。この点に利益二分化の一つの限界があると考えられる。














































































































































(9) 次に示す二つの実証的研究がかかる結論を導いている。 (1)Frank， Werner，“A 
Study of the Predictive Significance of Two Income Measures，" Journal of Acc-
ounting Research (Spring， 1969) pp. 123-136. (羽田mmons，lohn K. and Gray， 
Jack，“An Investigation of the Effect of Differing Accounting Frameworks on 
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